
河川防災情報の活用方法

北陸地方整備局 河川部
水災害対策専門官 田代 厚

Ｒ６運輸防災マネジメントセミナー



• 川に関する情報について
–河川の増水・氾濫の危険を伝える情報「洪水予報」
– 「川の防災情報」について
–身のまわりの災害リスクを知る

• お知らせとお願い
–プッシュ型メールシステム「逃げなきゃコール」
–水害・土砂災害から命を守るために
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毎年のように全国各地で大雨・台風による災害が頻発

令和2年7月豪雨

球磨川における浸水被害状況
（熊本県人吉市）

8月前線に伴う大雨

六角川周辺浸水被害状況
（佐賀県大町町）

電柱・倒木倒壊の状況
(千葉県鴨川市)

8月房総半島台風 10月東日本台風

千曲川における浸水被害状況
(長野県長野市)

令和3年7月土石流災害

伊豆山で発生した土石流
（静岡県熱海市）

令和4年8月前線に伴う大雨 令和4年8月前線に伴う大雨

荒川周辺浸水被害状況
（新潟県関川村）

梯川周辺浸水被害状況
（石川県小松市）

R4.8.5 10:30撮影

小松市天神町
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令和元年 令和２年

令和３年 令和４年



・河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
「洪水予報」について

3

川に関する情報について



平時 数日前～ 数時間前～

河川の増水・氾濫の危険を伝える情報
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計画高水位

避難完了

避難指示等
の発令

河川ごとに、堤防等の高さに基づいて設定

高齢者等
避難

計画高水位
この水位以下で洪水を流下させることができるよ
う設定する水位。堤防の設計の際、計画堤防高は
計画高水位に余裕高を考慮して決められる。

氾濫危険水位

避難判断水位

河川の増水・氾濫の危険を伝える際の基準となる水位
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河川水位



〔氾濫注意情報〕
ハザードマップ･
気象情報の確認

〔氾濫発生情報〕
【Ｌ５(緊急安全確保)相当】
命の危険
直ちに安全確保！

〔氾濫危険情報〕
【Ｌ４(避難指示)相当】
危険な場所から全員避難

〔氾濫警戒情報〕
【Ｌ３(高齢者等避難)相当】
危険な場所から
高齢者等は避難

避難行動等

水位

出典：気象庁ＨＰより

◆リスクの高まり情報の基準・目安到達で、
迷わず・空振りをおそれず【避難】行動を！

避難に活かすリスク情報 ～洪水予報（河川情報）～
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・「川の防災情報」について
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川に関する情報について



川の防災情報

情報を並べてみる
P3参照

任意の地点を登録
自宅周辺などローカルな情報

地図から探す P5参照
レーダ雨量、河川水位、カメラ映像、ダム情報等を地図上に表示

気象情報、水害・土砂災害情報および災害発生情報等をパソコンやスマートフォンで閲覧可能

【注意点】
・IE（インターネットエクスプローラー）では表示できません。
・閲覧の際は、「Microsoｆt Edge」 「Google Chrome」 「Safari」からご覧ください。

「川の防災情報」ウェブサイト（https://www.river.go.jp）
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川の防災情報
北陸を選択

川の水位情報
・通常水位計
・危機管理型水位計・
河川監視カメラ情報
（CCTV、簡易型）

洪水予報の
発表地域

ダムの
放流通知

洪水キキクル

気象庁
浸水害の危険度分布

土砂キキクル

気象庁
土砂災害の危険度分布

水害リスクライン
・平面的なリスク情報
・河川カメラ

避難情報
Lアラートの情報を
もとに自治体発令状
況一覧、詳細

浸水の危険性が
高まっている河川
を表示

雨や水位の情報の他、ダムの情報、浸水や土砂災害の危険度情報、自治体
の避難情報についても最新の情報が確認可能
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「川の防災情報」ウェブサイト（https://www.river.go.jp）

「川の防災情報」での予測水位情報の提供

「川の防災情報」ウェブサイトでは、地図画面のGIS化や地点登録機能などを追加し、情報提供の充実を進めてい
るところ。
指定河川洪水予報で発表された6時間先の予測水位についても、「川の防災情報」ウェブサイトにおいて水位グラフ
で確認が可能。

イメージ

6時間先までの予測水位
を水位グラフで表示

水位観測所の位置を
地図上に表示

指定河川洪水予報が
発表された河川に着色
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川の防災情報から水位情報を検索（例：五泉市）

阿賀野川

早出川

②日本地図を拡大 ②水位観測所を確認
例）善願水位観測所

新潟県五泉市内

①地図から探す

11



阿賀野川

早出川

新潟県五泉市内

善願水位観測所

善願水位観測所

川の防災情報から水位情報を検索（例：五泉市）
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・身のまわりの災害リスクを知る
（浸水想定区域図・ハザードマップ・浸水ナビ）
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川に関する情報について



地域に潜む災害リスクを知る方法

国土交通省ハザードマップ
ポータルサイト
（https://disaportal.gsi.go.jp/）
などで確認できます。

事前に知る

自分の住んでいる場所が危険かどうか、災害リスクを事前に知る

（事前の備え） お住まいの場所の災害リスクを把握する
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洪水浸水想定区域図・洪水ハザードマップとは

新潟日報社
メディアシップ

新潟日報社
黒崎工場

洪水浸水想定区域図

（信濃川下流事務所）

■洪水浸水想定区域図は、水害による被害の軽減を図るため、想定最大規模の降雨によ
り河川が氾濫した場合に想定される浸水の区域や水深等を国・都道府県が作成し公表
しています。

■洪水ハザードマップは、洪水浸水想定区域図に洪水予報等の伝達方法、避難場所、洪水
時の円滑かつ迅速な避難確保に必要な事項等が記載されており、市町村が印刷物配布
やインターネット等で住民に周知しています。

洪水ハザードマップ（新潟市）

15



16

【概要】
•居住地域をまるごとハザードマップと見立て、生活空間である“まちなか”に水
防災にかかわる各種情報（想定浸水深や避難所の情報等）を標示する

【期待される効果】
•自らが生活する地域の洪水の危険性を実感できる
•危機意識の熟成と洪水時避難所等の認知度の向上が図られる
•洪水ハザードマップの更なる普及推進が図られる

〔出典：まるごとまちごとハザードマップ実施の手引き〕

●洪水
当該地域が洪水の影響を受ける
可能性がある地域であることを示す。

●避難所（建物）
災害時の避難先となる安全な建物を
示す。

【洪水関連図記号の例】

まるごとまちごとハザードマップ （まちなかに水防災の情報標示）

＜事例＞電柱に浸水想定深
や避難所の情報等を標示



浸水ナビとは

■浸水ナビは、浸水想定区域図を電子地図上に表示するウェブサイトで、検索した地点の
浸水シミュレーションを確認できます。

■浸水ナビでは、想定破堤点・浸水想定・河川の水位情報を知ることが出来ます。

浸水ナビHP https://suiboumap.gsi.go.jp/ 17



洪水浸水シミュレーション（想定最大規模）：新潟市中央区

新潟日報社
メディアシップ
破堤後30時間で
最大浸水深（0.68m）に到達

■メディアシップでは、江南区天野地先（信濃川右岸7.6k）で破堤すると最大の浸水深が
発生します。

想定破堤地点：信濃川右岸7.6k

新潟日報社メディアシップ

信濃川右岸7.6k破堤

メディアシップで最大浸水深（0.68m）が発生する破堤点。

想定最大浸水深（0.68m)
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お知らせとお願い
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・プッシュ型メールシステム「逃げなきゃコール」
・水害・土砂災害から命を守るために



登録型のプッシュ型メールシステムによる高齢者避難支援 「逃げなきゃコール」

国土交通省HP
（https://www.mlit.go.jp/riv
er/risp/policy/33nigecall.ht
ml ）などに各種アプリ等が
掲載されています。

20

一人暮らしの親等が住む地域の水位情報や浸水リスクを、離れて暮らす子供等親族に通知
することで、親族による避難の声かけ（人から人）を支援し、住民の避難行動を促す



命をまもる３つのポイント

水害・土砂災害から
命をまもる３つのポイント

②大雨の時①日頃から ③避難の時
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